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ボルネオのミツバチたち ーミツバチ多様性の中心地での研究の展開 一
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著者のフランクフルト大学ミツバチ研

究所のケー ニガー教授夫妻は， アジアの

ミツバチに20年以上にわたり目を向け

てきた研究者である ． またマレー シア，

サバ州テノムにある農業研究ステー シ

ョンのティンゲック博士は， ケ ーニガー

夫妻の良き共同研究者であり， この 3人

によるアジアのミツバチ研究の集大成というべ

き書籍が刊行された．

現在世界には9種のミツバチが知られ， 元

来ヨーロッパ・アフリカを原産とするセイヨウ

ミツバチはその巾の一種で， 養蜂種として利用

されていると共に最も研究されている動物の一

つとされている． 残る8種はすべてアジアに生

息している． アジアのミツバチは歴史的に古く

から人々に知られ， アジア各地で伝統養蜂が営

まれ利用されているが， 科学的分野での研究は

まだ充分ではないと言える．

ボルネオ島にはこの8種のミツバチの内， 5

種が生息している ． その5種は新種として発見

されたサバ州の山岳地域のハチであるキナバル

ヤマミツバチ， レッドビーと呼ばれているサバ

ミツバチ， ボルネオに広範囲に分布しているト

ゥョウミツバチ， そして野外の開放空間に単葉

の巣板を作るオオミツバチとクロコミツバチで

ある ．

本書の表紙には， 交尾飛行のために巣板の上

部に現れたクロコミツバチ雄蜂があしらわれて

いる． 第1 章では 「なぜボルネオでのミツバチ

研究か」と題して上記5種ミツバチについて解

説している ． 特に高木に営巣するオオミツバチ

の観察は， 登山家さながらにロープを使い巣に

近づく手法は圧巻である. 250枚に及ぶカラ

ー写真や分かりやすい図により 15章で構成さ

れている ． 「ミツバチの配偶行動と生殖」の章は，

著者らによって， 次々に明らかにされたミツバ

チ種間で飛行範囲を変えた樹冠部の交尾場所が

説明されている． 私は2003年2月， ケーニガ

一夫妻から誘いを受け， オオミツバチ交尾場所

での雄蜂捕獲実験に参加することができた．

ボルネオに生息している5種のミツバチは，

それぞれの行動パタ ーンを持つ種が共存してい

る． そのためそれらの種をまじかで見て観察

し， 違いを研究する上で最も適した場所なので

ある．

筆者たちはこれらのミツバチについて， 行動

の違いや進化の過程， ミツバチたちの環境への

驚くべき適応力など， それぞれの種の固有の変

化などを観察し続けてきた．

地球上の生物が失われていく警告を鑑み， 国

連は今年2010年を国際生物多様性の年と宣言

している. Bee for Developmentの主催者であ

るニコラ ・ ブラッドベア博士が序文に奇せてい

るように， 現在， どれだけ多くの種が近い将来

この地球上から絶滅していくかという恐ろしい

予見に直面している中で， アジアのミツバチの

多様性に注目した素晴らしい本が， 201 0年と

いう特別な年に出版されたことは大きな意義が

あると思われる． （吉田忠晴）


